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2５ 
ドストエフスキーは、『大罪人の生涯』のプランには、かなり長い間愛着をいだきつづけていた。七十年六月に
（１） 
まず『悪零》』に分裂し、可能性がなくなってからも作家はなおこのプランに執瀞した。『未成年』もまた、その櫛
想の段階では、『大罪人』と軍なっており、枝分れしていない。『悪霊』に分裂した分だけ、『未成年』Ⅱ『大罪人の
生涯』への作家の期待はつよかったのであろう。現存する『大罪人の生涯』のプランは、とくに少年時代の記述が
詳しいから、未成年アルカージイを主人公とする作品と重なるところが多い。『未成年』は『大罪人の生涯』の延
長線上に、あるいは、『大罪人』の部分として考えられていたのかも知れない。
『未成年』の創作ノートの最初の記述は、七四年二月である。『悪霊』を書き終ってから一年余りである。『大罪
人』のプランの中絶から四年ちかく経っている。『未成年』は新しい構想にもとづく作品である筈であるが、『大罪
人の生涯』の影をひき、『悪霊』とも途切れていない。ヴェルシーロフはスタヴローギソと無縁ではない。『未成
年』を染るとき、この作品の位置する座標は記憶されなければならない。
『未成年』の創作ノートは、ドストエフスキーのノートの中でも量的には最も多い方に属する。一つには『大罪
人の生涯』のプランの延長のようなものが作者の意識につよく残っていたためでもあろうし、一つには副主人公ヴ
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2６ 
『大罪人の生涯』のプランでは、一人の人間の一生がその少年時代から晩年まで展開される予定であったけれど
も、現存するノートは少年期に偏っている。『大罪人』のプランが中途で挫折したこともあるが、ドストェフスキ
ーの関心が、少年時代の精神形成にあったことも事実であろう。
周知のように『大罪人』のプランと『未成年』は合致する個所が多い。『大罪人の生涯』の前半部分はそのまま
『未成年』の基底になっている。『未成年』の主人公アルヵージイのフレームは、〃大罪人の生涯〃というタイトル
がはじめてかかれた第一一一ノートの一頁目に鐙いてすでに決っているＩ
複数の主人公１１未成年と中年という組合わせは、この作品をドストニフスキーの後期の小説の中でも独特なも
のにしているが、最初の構想では、他の長篇のように、主人公は若者である。それも特に年少であったことに特徴
がある。ノートの最初期の部分である準備資料Ｈには、まずこう記されている。
ヱ
ル
シ
ー
ロ
フ
が
大
き
な
一
あったように思われる。
子供たちについての、専ら子供たちについての、主人公である子供についての長篇小説（ＮＢｌ人の苦し
（２） 
んでいる子供が救い出される。好計などなど）。
ルシーロフが大きな存在となってきたからであるｌヴ雲ルシーロブの扱いをどうするかに作誉の最大の迷いが
富の蓄積。
芽ばえようとするはげしい情熱。
意志と内なる力の強化。
はかり知れないプライド。虚栄とのたたかい。
人生の散文性とそれに絶えず打ち克とうとする熱烈な信念。
「糸なが随くように、それでぼくは赦してやる」
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2７ 
このメモがかかれたのは六九年の十二月で、『未成年』の執筆は七四年冬である。『大罪人の生涯』のプランは、
七十年春、形の上では消滅したが、その年少の主人公についての作家の想いは、以後四年間生きつづけてアルヵー
ジイに移されたことになる。
『未成年』の創作ノートを承ると、年少の主人公だけでゆくか、中年のヴェルシーロフを加えた複数の主人公に
するかの迷いがドストニフスキーにあったことがよゑとれる。『大罪人の生涯』が主人公の．ハネの不足で結局中絶
したことに作者は懲りたのであろう。『未成年』ノートでは最初から複数の主人公の可能性をもちながら、なお、
「少年」の単独主人公に未練をもっていた様子が伺える。
し
か
し
、
す
ぐ
そ
の
後
か
という言葉がつづく。
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
主人公は「彼」ではなく、「少年」だ。
少年の物議ｌ少年が上京してきた様子・誰に出会い、どこに落着き先を決めてもらったか。教授のところ
（４） 
に頻繁に出入りし、大学のことでうわ一一一一口を一一一一口う。蓄財の理想。（七月十一日）
この記述は『護年』準誓料の口の冒鎮の部分だが、ここでは「少年」ｌ主人公の設定に絞ろうとしている．
かし、すぐその後からヴェルシーロフについて、「彼は脇役にすぎない。だが、何という素晴らしい脇役だろう」
放蕩の影響。Ｚ
幼年時代の詩。
何ものも恐れぬように。生命を犠牲にして。
放蕩の影響。それゆえのぞっとする想いと冷淡さ。万人を微そうという欲望。
学習と最初の理想。
（３） 
ひそかにあらゆることを学ぶ。
『舞論』の構想以後のプランは、三つに集約される’一人の人間の幼年時代からの篝
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2８ 
史、「父と子」「偶然の家族」を主題にすえたしの、子供を主人公とした物語。
こ
の
う
ち
鰻
も
震
な
の
ば
、
子
供
を
主
題
に
し
た
小
説
で
あ
る
．
こ
の
テ
ー
マ
は
、
霧
論
』
以
前
ｌ
『
白
痴
』
の
ム
イ
シ
ュ
キンあたりからその萌芽があり、結局、『カラマーゾフの兄弟』までつづくことになる。子供たちの「秘密の計画」
ｌ
自
分
た
ち
だ
け
の
「
子
供
の
薑
」
を
作
ろ
う
と
す
る
子
供
梨
ら
描
く
設
定
と
、
少
年
園
を
経
営
す
る
大
人
を
主
人
公
と
す
る
プ
ラ
ン
と
双
方
に
拡
が
っ
て
展
開
し
て
い
る
。
ド
ス
ト
ニ
フ
ス
キ
ー
は
最
後
ま
で
そ
の
希
望
を
つ
よ
く
い
だ
き
な
が
ら
具
体
的
な
テ
ー
マに収散し得なかったように思われる。
やがて一人の人間の幼少年時代の精神の形成と「父と子」「偶然の家族」の発想は、一つになってゆく。少年の
家庭環境が彼の「思想」形成の重要なエレメントであり、そこにドストエフスキーは彼自身の主題をみた。トルス
トイとは異った「幼年時代」をかくことが必要であり、そこにこそ彼の当面している本来の問題の意味があるとド
ス
ト
ェ
フ
ス
キ
ー
は
信
じ
た
。
ト
ル
ス
ト
イ
の
「
幼
年
時
代
」
は
、
あ
ま
り
に
も
き
ち
ん
と
ま
と
ま
っ
た
、
行
儀
の
よ
い
見
本
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
は
も
っ
と
始
末
に
お
え
な
い
。
御
し
が
た
い
屯
の
で
は
な
い
か
と
、
作
家
は
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
す
で
に
『
大
罪
人
の
生涯』のノートの七十年一月一日付のメモにその指摘がある。
Ｎ
・
Ｂ
ト
ル
ス
ト
イ
が
『
幼
年
時
代
』
や
『
少
年
時
代
』
で
描
い
た
高
尚
な
伯
爵
家
の
子
孫
ｌ
卑
し
い
ま
で
に
綾
小
化
し
てしまった子孫とは、まったく正反対のタイプ．これ腱土着人の一クイプー自分自身の、霞誉れもない力、
全く直接的な何に基づいているか知らない力に無意識のうちに不安をおぼえているタイプにすぎない。・・・…
無限の力は直接的であり、いこいを求め、苦しゑをおぼえるまでに動揺し、探求と遍歴の時代に、とてつも
ない逸脱や実験に喜んで飛びこんでゆく。無限の力はその時の到るまでしばらくは、彼らの直接的な動物的な
力
に
つ
り
合
う
よ
う
な
思
想
ｌ
極
め
て
確
圃
と
し
て
お
り
、
蘆
そ
の
力
意
識
し
、
そ
の
力
を
お
も
れ
る
よ
う
な
鯵
け
さ
に
（５） 
まで鎮めてしまうような強固な思想を確立できないのである。（館一二ノート）
ドストエフスキーにはこの主人公が必要であった。現代の「無秩序」を描き出すことをこの小説のテーマに据え
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2９ 
るならば、その「無秩序」を生糸出したしの、その主役を描かねばならない。ドストニフスキーにとっては、トル
ストイの『幼年時代』は別世界の出来事であり、ロシアの現実そのものではない。現実はもっと混沌としており、
そ
の
混
沌
の
中
か
ら
可
能
性
を
求
め
る
し
か
な
い
ｌ
と
い
う
の
が
作
家
の
僑
念
で
あ
っ
た
．
トルストイの『幼年時代』を意識したと同様に、ドストエフスキーはツルゲーネフの『父と子』にも刺激を受け
た
．
ド
ス
ト
ニ
フ
ス
キ
‐
の
「
父
と
子
」
ｌ
「
偶
然
の
護
」
の
発
震
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
の
作
品
を
護
と
し
て
あ
ら
わ
に
な
っ
たと言えなくしない。四十年代人と六十年代人の世代間の対立として把えたツルゲーネフのイデエはあまりにも図
式的であり、底が浅いとドストェフスキーは観じた。互に否定しながら愛着する二律背反の中に「父と子」の関係
はあり、本来、孤独者でありながら他者を求めようとする人間存在の本質的な矛盾がそこに凝縮された形であらわ
れ
て
い
る
と
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
は
認
識
し
よ
う
と
す
る
。
そ
れ
は
他
の
作
家
に
も
ま
し
て
自
分
の
文
学
の
主
題
と
な
る
べ
き
も
の
で
あ
る
ｌ
ド
ス
ト
ニ
フ
ス
キ
ー
瞼
「
父
と
子
」
を
、
い
わ
ば
、
時
代
性
で
砿
な
く
、
永
遠
性
で
把
え
よ
う
と
す
る
・
そ
こ
に
は
両
作
家
の資質のちがいが明瞭にあらわれている。
一年半ばかり前、ネクラーソフ氏が『祖国雑誌』に小説をかかないかとすすめてくれた時、私はもう少しで
私の『父と子』を始めるところだったが、思いとどまった。有難いことに私にはまだ用意が出来ていなかった
の
だ
。
そ
れ
で
鑿
当
り
『
未
成
年
』
ｌ
私
の
思
想
の
鹸
初
の
試
承
ｌ
を
か
く
だ
け
に
し
て
お
い
た
．
し
か
し
、
あ
の
中
の
子
供はすでに少年期を了えて、一日も早く人生の第一歩を踏糸出そうとおずおずとまた厚かましく考えているま
だ一人前になってはいない人間である。私がとり上げたのは、無垢な魂ではあるけれども、堕落のおそろしい
可能性によって、また、自分の無価値で「偶然の存在」に対する早くからの償し承と奔放さによって誠されて
いる魂であるｌまだ純潔な魂でありながら、その奔放さは自分の思想の中で意識的に悪行を許容し、それを
胸に秘め、まだ蓋恥の念は残っていながらすでに大胆な空想の裡でその悪行にうっとりしているような奔放さ
なのである。すべてこれは、あとは専ら、自分の力、自分の分別、そして更に、確かに、神の御心に委ねられ
（６） 
ていることなのである。すべてこれは、社会の未熟児、「偶然の」家族の「偶然の」一員である。（『作家の日
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3０ 
「偶然の存在」の意識は、すでに『白痴』のイッポリートにあった。イッポリートは〃実在〃との有機的な結び
つきを有する存在になるための方途を探ったが、アルヵージイは「偶然の存在」そのものは、それとして認識する。
あ
る
が
ま
ま
の
存
在
と
し
て
在
る
こ
と
は
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
こ
と
だ
と
い
う
認
識
が
彼
に
は
あ
る
。
こ
こ
か
ら
ア
ル
カ
ー
ジ
イ
の
道
が
ひ
ら
け
て
く
る
。
明
ら
か
に
ア
ル
カ
ー
ジ
イ
は
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
こ
れ
ま
で
の
主
人
公
と
は
異
る
。
あ
る
意
味
で
は
、
空
想
的
な
が
ら
明
確
な
人
生
の
目
標
を
も
ち
、
「
形
而
上
学
」
と
は
無
縁
な
と
こ
ろ
に
自
分
を
お
こ
う
と
し
て
い
る
。
自
己
の
生
を
迷
妄
の
中
に
押
し
込
め
よ
う
と
は
し
て
い
な
い
。
ア
ル
カ
ー
ジ
イ
を
支
え
て
い
る
の
は
こ
の
透
明
さ
で
あ
る
。
ド
ス
ト
ニ
フ
ス
キ
ー
が
、
ア
ル
ヵージイに似た人物を『大罪人の生涯』の主人公としながらなかなか始動せず、散を手こずった挙句断念せざるを
得
な
か
っ
た
の
は
、
こ
の
透
明
性
で
あ
る
。
彼
に
は
、
富
と
は
自
由
の
シ
ノ
ニ
ム
で
あ
り
、
「
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
に
な
る
」
こ
と
が
絶
対の自由を獲得することであった。そのための精進と努力が彼の人生を方向づける。ただ、絶対の自由とは何かと
いう問は欠けている。それは孤絶した意識だというにすぎない。具体的にふえながら本質はきわめて抽象的である。
目
的
に
至
る
プ
Ｐ
セ
ス
だ
け
肱
鶚
な
形
を
し
て
い
る
ｌ
そ
れ
を
ア
ル
ヵ
ー
ジ
イ
臓
備
じ
ろ
だ
け
で
あ
る
．
「
偶
然
の
存
在
」
で
あ
る
人
間
に
と
っ
て
は
、
そ
こ
に
意
味
を
求
め
る
こ
と
は
無
意
味
だ
と
未
成
年
は
考
え
る
。
与
え
ら
れ
た
現
実
の
中
で
の
生
き
方
の
承
が
彼の関心のうちにあり、富の蓄積への倫理的探求にも似た孤独な意志がアルヵージイを支えている。
『未成年』のノートを始めた時、作家の脳裡にあったのは、中絶した『大罪人の生涯』のプランと完成した『悪
霊』のことであったろう。『大罪人』からは『悪霊』に使って尚残っている部分の活用と、『悪霊』完結後も執着を
もっていたスタヴローギンの再生がドストエフスキーの関心のあるところだったように思われる。『大罪人』のノ
ートからはアルカージイに似た主人公を、『悪霊』からは「中年の」スクヴローギンを親子に組合わせることによ
ってドストニフスキーは「偶然の家族」の一つの発想を得ている。この案は、『未成年』創作ノートを四期に分け
（６） 
記
』
一
八
七
六
年
一
月
第
一
章
の
二
今
度
か
く
小
説
。
再
び
『
偶
然
の
家
族
』
）
Ⅱ 
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3１ 
ると、二期に属し、いわゆる「準備資料ロ」に形をあらわしているが、その萌芽はすでに一八七四年二月’七月の
「準備資料Ｈ」にあらわれている。》」の資料で早交とかきとめられた「猛禽タイプ」は、以後ノート全体を通じて
作家の愛着するイデーとなる。
作家は、この「猛禽タイプ」が放っておくと、かつてのスタヴローギンのように、主人公にとって代る危険性が
あることを熟知していた。『未成年』はあくまで年少の者を主人公にした小説でなければならない。ドストエフス
キーは『悪霊』と同じような主人公の小説を再びかくことの愚を悟っていた。彼はつねに新作を未成年の主人公の
小説に引き戻そうとし、「猛禽タイプ」の独走を防ごうとした。ヴェルシーロフ、アルヵージイの親子関係設定以前
、
、
、
、
にその問題はあった。このメモのすぐあとに、「課題小説をひとつにまとめる〉」と。子供たちの小説とこれとを
一緒にした方が自然だ」という言葉が記されているが、これはドストエフスキーの発想の過程をよくあらわしてい
準備資料㈲は『大罪人の生涯』、『悪霊』の影を色濃く残し、新作『未成年』の中心となるべき人物像を模索して
いるが、それは既存の人物、プランを土台にした新しい小説の星雲状態を示しているだけではない。そこにはこの
作品のモチーフとなる篝のコメントも記されているＩ
》（》。
、
、
、
情熱と大変な奔放さ。最ｊい》卑しい粗野な性格が最ｊも洗練された寛大な心を伴っている。ところが、この限り
ない奔放さを実に楽に耐えているところにこの性格の強さもある。それで、しまいには、範を求めるが、見出
（毎Ｊ）
せない。魅力的でＪもあり、いやらしくｊもある（赤い甲虫、スタヴローギン）（以下引用文の傍点はすぺてドス
トニフスキー）
、
、
臓
壌
ｌ
こ
れ
が
こ
の
小
説
の
明
白
な
思
想
だ
．
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3２ 
二千年ちかくつづいてきた価値体系が崩落しても人間は、〃ただそこに在るだけ〃という認識には耐えられない。
彼はその空虚さから逃れるために意味を求めようとする。「意味」は人間が永い間無意識のうちに縛られてきた範
である．ドストラスキーは「彼」ｌヴ雲ルシーロフを藻のない世界に生きる可能性墓らせようとした・人
臓絶対者を喪った鑿讃でな菫きることが可能かｌ決定稿のヴニルシーロフと比べて創作ノートの「彼」臓も
っと直接的な形で描かれている。ノートの方がスタヴローギンを極限にまで追っていって、そのままの形で、その
地点での「彼」が表現されているのは興味あることであろう。
この準備資料Ｈの終り近くにかきとめられた短い語句は重要である。『未成年』はホフラコーヴァ夫人、ヴェル
シーロフ、アルヵージイの三者をめぐっての誼計を中心に据えた小説であり、その錯綜したプロットと小説的興趣
が、ドストエフスキー作品の中でもやや異質の感をあたえるが、作家が真に描きたかったのは、人間関係、親子関
係の〃崩壊〃である。そしてその崩壊の奥には、おそらく、信仰の崩壊があるであろう。一切の崩壊は信仰の喪失
につながっている。ドストエフスキーが『未成年』でかきたかったものは、多分、そこにある。創作ノート中の
「彼」ｌヴ雲ルシーロフ臓その象徴である・震を崩駿として受けとめ、世界を裏すること、藻を闘うこと
をやめることｌヴニルシ「畷フがスタヴ屋‐ギンから禁したもＱ彼が立つべ墓所はここにしかない、とい
うのが作家の認識であろう。「猛禽」とは単なる比楡ではない。その認識の厳しさをあらわしている。
彼はこんな信念（理論とまでは言えぬが）をいだいている。人生は一度限りだ。私がこの世にいるのは瞬時
にすぎない。なんの遠慮が要るものか。》：…
彼はこんな思想傾向をもっているｌ腿脳にすばらしく美しい幻影や印象がある・そうしたらそんな蝋の一
刻も早く消してしまうべきだＩ家んなそれは一瞬間だけ存窪するにすぎず、そんならそうした美しいものな
（８） 
どいっそ存在しない方がよいのだ。（準備資料Ｈ）
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彼
ら
の
も
つ
「
哲
坐
的だけである。１
異質なのである。
アルカージイの「ロスチャイルドになる」は、その目的達成後の想念で一一つに分れている。富の蓄積による絶対
的自由の獲得ｌ平安雄心への裂というのと、その巨万の雲拠って無一物になることｌその限りなく至難の
道への憧慨というのと一一つある。アルカージイ的想念はドストエフスキー作品に再び現われないだけに興味あるが、
特に後者は単なる子供の発想ではない。棄てるために、ただ棄てるために求める苦行というのは何なのか、それこ
そ無意味の極致であろう。無意味の意味をドストエフスキーはこの想念にシンポラィズしている。
アルカージイは先人たちの「形而上学」をもたないが、ある意味ではその想念において超島へるものをもっている。
作家が『未成年』で描こうとした「崩壊」の主題をこの想念はよくあらわしている。
ノートでは「崩壊」をドストエブスキーは「無秩序」とも言い換えている。入念をつなぐもの、親子を結ぶ絆は
存在せず、・ハラ・くうになっているとドストニフスキーは言う。人点は孤立して生き、ただ「偶然の家族」を形成す
るだけだ。「偶然の存在」の「偶然の家族」をドストニフスキーは彼の『父と子』で描こうとする。ただあるがま
まの存在である自己を凝視しつづける父ヴヱルシーロフと、巨大な無意味に人生を賭けようとする子アルヵージィ
を作家は組合わせた。
「崩壊」の思想を描き出すためには、二人の主人公を必要とし、この父と子の組合わせを必要としたのである。
「少年」と「彼」との父子案が確定するのは準備資料ロにおいてである。腹違いの兄弟の設定で「少年」が主役
であり、「彼」は脇役にすぎないという・フランにドストエフスキーは執着したが、「少年」が主役をつづけるには、
『大罪人の生涯』同捷アルヵージイには曇的内容ｌ〈ネが足りなかったと寶える．「彼」ｌ「猛禽タイプ」
アルカージイもこれまでのドストニフスキー文学の主人公たちとは、意識的に離れたところに設定されている。
らのもつ「哲学」への偏愛は、アルカージイにはない。彼にあるのは「ロスチャィルドになる」という現実的目
だけである・それは到達しがたい目標であるとしても、「哲学」のもつ暖昧さはない。いわば、難しさの度合が
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への作家の愛着が、この「脇役」のウエイトを増し、内部崩壊の形でシ」のアルカージイ主役案は崩れてしまった。
このノートでば、「彼」ｌヴニルシーロフの頻出する個所が多くなり、その積極的な性格づけが麺議みられ
ている。名前は『大罪人の生涯』のプルチーロフからとられているが、プルチーロフは主人公のスルシャール塾で
の学友であるにすぎず、その内容は多くスタヴローギンの影をひく。彼の性格をもっとも鋭く見抜いているのはリ
ーザ（リーディャ・アフマコーヴァの前身）である。「そこにあるのは崩壊であり、満足なものは一つもない」と
彼女は本能的に感じる。彼女自身も作者の言う「猛禽タイプ」の人間であり、同類項としてのヴェルシーロフを感
じとっている。「私は無秩序が好きなのです」と彼女は平然と言ってのける。リーザはヴェルシーロフの反射鏡の
ように設定されている。ヴェルシーロフの動きにつれて彼女は動き、それがまた、公爵夫人、継母（ヴェルシーロ
フ夫人）に反映する。それに「少年」の動きが錯綜するが、彼の動きはあまり決定的な意味をもたない。プロット
の腹案でもヴェルシーロフが主導権を握っている。
手法の上でも「未成年」の一人称にするか、作者の語りにするか、準備資料ロのかなりの部分を占めるほど迷い
に迷っている。他の人物の心理を描くにも作者の叙述形式にする方がよいが、これでは「未成年」の影が薄くなり、
完全に脇役になることを憂慮している。作者の語りにしたかったが、「未成年」の存在主張のために一人称にした
というのがドストエフスキーの本音のように承える。これというのも、結局は、ヴェルシーロフのウエイトが重く
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
このノートで朧、「彼」ｌヴ雲ルシーロブは四十歳に設定されている・中年の薑人物はニヴ鍬ドリガイロフに
つづいて二人月だが、後者のシンボリックな描法に対して前者は明確に描かれている。ヴニルシーロフには中年の
スタヴローギンを描こうとした作者の意図がうかがえる。ただヴェルシーロフは中年にもかかわらず、スタヴロー
ギンよりも活力をもっている。そこに彼の諦念の複雑さがある。彼のエネルギーはスタヴローギンより表面にちか
いところにあると言えるかも知れない。
思想はこうだＩ地上のなにもの竃も薑したいという行動蔓を「彼」は理論的には作り上げた。だが実
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ヴェルシーロフは崩壊した価値大系の中で手がかりを喪ったま左生きている。彼が当面するものは崩壊であり、
無秩序である。理念の崩壊は崩壊として、社会組織の無秩序は無秩序として彼は認識する。ヴェルシーロフがアル
カージイの「ロスチャイルドの理想」にもっとも関心を示したのは、そこに「道徳的無秩序」があるからである。
本来、理想がもつべき理想主義的なもの、形而上学的なもののかけらもないからである。あるのは一見現実的な、
しかし、空想的な考えである。アルヵージイが自己を「偶然の存在」ｌ狐なる存在として認識していることを
そこからメタフイジックに赴かず、現世的な「富の蓄積」に飛躍していることをヴェルシーロフは見抜き、少なか
らず興味をおぼえる・・・…ここは、おそらく、親子が一番接近した地点であろう。
アルカージイも永く胸中にあたためていたこの「理想」を父親に言おうか言うまいか、逵巡する。未成年自身が
自分の理想を「幾分信じられなくなって」いた時、思い切って口に出す（七月十一百）。ヴェルシーロフには、未
成年の理想が「ひどく馬鹿げたものではあるが内容の深いもの」に思われてくる……ドストエフスキー自身も
「特に重要」とコメントしているが、これは無意識のうちにヴェルシーロフが未成年の理想にちかいものを胸底に
秘めていたことを示している。
生活では、「彼」は全
活力にあふれている。
「現におまえはロスチャイルドの理想を選びとった。）」の理想によっておまえばまた、道徳的無秩序を証明
、
、
、
しているのかも知れんな。おまえはすべての人々から遠く離れて自分の穴の中へ入ってしまいたいと思って、
（皿）
そのための策をいろいろとめぐらしているようだな」（準備資料ロ八月二六日）
、
、
、
、
、
、
「彼」は一切のＪい）のの否定者であり、すがるべき何Ｊい）のＪ四）ないことに絶望しているが、同時にあらゆる』⑨）の
、
（ｑ】）
に固く結びついている。（準備資料ロ八月二六日）
は全く地上のことにとらわれ放しだ。生きることは恥ずべ誉ことだｌしかし実際には、生
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これは「未成年」の感覚ではない。それはニヒリズムをつきぬけた中年の感覚ではないのか。ヴェルシーロフは、
アルヵージイによって逆に自分の立っている地点を認識し、再確認することになる。アルカージイは自分の「理想」
が理想らしくなく、少し自信が揺らいだところで、おずおずと父親に「理想」を持ち出す。ヴェルシーロフは不意
打ちをくらった形で辛じて息子の「理想」を受け止める。父は子の孤絶した道を見つめると同時に自分自身の孤独
を篝するｌアルヵージイの「理想」をめぐっての二人の対し方憾、轤繍資料口の妻な－アーマとなっている。
、
、
、
、
、
その他準備資料ロで目につくのは、「無秩序」についての一一一口及である。八月二六日に「新しいこと」というイタ
リック体の書込承があり、「崩壊」の主題にまつわる具体的な展開として記されている。
い◎「
悟る。 不毛の時代に未成年は蓄財ｌその至難のプロセスに生の意味を創出しようとした．それは一つの孤絶した苦行
にも似ている。富の蓄積は絶対の自由を保証するとアルカージイは信じているが、ヴェルシーロフは両方とも成就
されないであろうと確信している。ただ目的をもつことの意味をヴェルシーロフは熟知している。殊に年少の人間
にはそれが必要であろう。父親としてのヴニルシーロフの感覚は、息子の人生の最初の方向が「ロスチャイルド」
に向ったことに衝撃を受け、さらに「蓄財」と「絶対の自由」をシノーームにおく考え方におどろきの念を禁じ得な
い。「ロスチャィルド」は、アルヵージイには、実践倫理でもあり、「形而上学」でもあることをヴヱルシーロフは
長
篇
小
説
の
題
名
ｌ
『
無
秩
序
』
いまや全般的な無秩序が支配している。ありとあらゆるところ、社会にも社会の仕事にも指導理念にも無秩
序がはびこっている（正にその理由によって指導理念など存在しないが）。信念のなかにも（同じ理由によって
そんなもの存在しないが）、家族の原理の崩壊のなかにも無秩序がある、ということをかいてみせることｌ
それが小説のすべての思想である。もし熱烈な信念があるとしたら、それは破壊的なもの（社会主義）だけだ。
道徳的な理想は存在しない。突然一つ残らず失くなってしまった。そして大事なことは、「彼」が、そんなも
（ｕ） 
のはかって一度も存在したことがなかったかのような様子で語ることだ。
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アルカージイは「偶然の家族」の意識をもち、ヴェルシーロフはそれを「家族原理の崩壊」とみている。単なる
家族の問題ではなく、時代の指導理念の喪失、価値体系の崩落にその原因がある。それは時代の病であり、人は無
秩序の中で孤絶して生きることを覚悟しなければならぬ。トルストイ的な家父長制の家族は崩壊し、「偶然の家族」
が否応なしに形成される。人点は孤立して生き、それぞれの〃価値〃を自ら創り出さなければならない。アルヵー
ジイは無意識にそれを「ロスチャイルド」の理想に凝縮させ、ヴェルシーロフはその無意味の意味に衝撃を受けた。
「形而上学」とはおよそ遠いところにいる未成年が偶然に「絶対の自由」を考え、時代の空白を「ロスチャイルド」
に象徴した。虚をつかれた形のヴェルシーロフは、これを一つの契機として時代と自らの病弊を探ろうとする。作
品『未成年』のフレームは準備資料口でほとんど決っている。主題、思想の承ならず、公爵夫人と手紙をめぐって
のプロットの展開、手法の問題もこのノートでつめられてゆく。
準備資料口は七四年九月から十二月までかかれている。ここではじめてマヵールが登場するが、ほとんど初めの
力
’
九
月
中
の
ノ
ー
ト
に
記
さ
れ
て
い
る
．
マカールはノートと決定稲の差がもっとも少い人物であろう。昔風の召使、名目上の夫、農奴解放後聖堂建立の
ための基金を集めて地方をまわり、、ヘテルプルクに戻ってヴェルシーロフ家で死を迎える。決定稿でもノートのと
おり性格づけられ、行動している。マカールの言は、「人☆に仕えよ。世の光となれ」というような特に目立った
ところのないものだが、この元健奴の〃存在〃はアルヵージィに衝撃を与える。アルヵージイの母ソフィヤを主人
のヴェルシーロフに譲り、一巡礼としてロシア各地を遍歴し、時☆顔をみせに帰ってくる。彼の行動様式はアルカ
ージイの理解の限度を超える。
ドストエフスキーがマカールをアルヵージイの名目上の父とし、信仰の実践者としてヴニルシーロフの対極にお
いたのは、それなりの計算があってのことであろう。他の作品とちがって、『未成年』には強力な信仰者がいない。
創作ノートを承ても特にそのことについて苦労している形跡はない。チーホンやゾシマのような職業的信仰者を設
Ⅳ 
Hosei University Repository
3８ 
マカールは、人間には「神の美なる秩序の感覚が生れながらにして与えられている」と言う。この生来具ってい
る筈の感覚を見失った時、人は茂承の中に迷う。ドストエフスキーの常套句を借りれば、「大地からもぎ離された
人
間
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
「大地からもぎ離された人闘」ｌヴ雲ルシー。フが、そこからどの位へだたっているかを測る繪仰の原点とし
てマカールは設定されている。マカールの位置しているところはヴェルシーロフの及び難い世界であり、彼は信仰
の面とソフィヤの件と二点でマカールに負い目をもちつづける。アルヵージイは二人の「父親」の緊張関係を本能
的に感じている。
定しようともしていない。ただ、元農奴の巡礼者をポッソとおいただけである。これは｝」の作品のもっている一種
の
静
識
さ
と
か
か
わ
り
が
あ
る
。
ドストエフスキーがマカールで描こうとしたものは信仰の原点である。彼は素朴な誠実な信仰者であり、実践者
である。信仰とはただ信ずることであり、実践することである。彼には信ずることが自然であり、信じないことな
ど考えられない。生きることは信ずることであり、信ずる》」とは生きることである。信仰と生の間に隙間のない人
間’億行一卿の人間を作家はマカールで描こうとする．いわば、人間の自然性としての僑仰である．このことば
マカール自身の言葉として語られている。
人は誰でもなにか拝むものがなくちゃいられるしんじゃない。それがなくてはどんな人でも持ちこたえられ
はせん。それでなくても人はそもそもそういう風につくられているんじや。神を斥けたところで、やはり、石
や銀や金の像だの、頭の中でひねり出した像に頭を垂れることになる。……
彼の中には茂承がある。それで「彼」のこころには安らぎというものがない。一生ずうっとそうだ。それは
（旧）
彼に与陰えられたさだめだ。（準備資料口九月十四日）
アルカージイは、戸籍上の父親マカールのもつ「端麗さ」は、具足した、目的のある世界に生きることから生じ
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準備資料卿は、小説の連載と並行してかかれたもので、第二部以降の詳細な下書が記されているが、なかんずく
重要なのは、ヴェルシーロフの精神の内容の分析、作者のヴェルシーロフ及び作品全体についてのコメント、未成
年の眼からみた彼とヴェルシーロフとの関係である。
作家がこの作品の主題として「崩壊」と「無秩序」を挙げたのは前述のとおりだが、このノートで主人公ヴェル
シーロフの中身をテーマにそって掘り下げてゆく必要に迫られたのであろう。準備資料四の最初の方にこんな記述
がある。
ると看て取り、憧恢するが、同時に、実の父ヴェルシーロフの無意味の世界に生きる苦悩にも親近感をおぼえる。
アルカージイは二人の「父親」に接しながらその相へただる距離におどろく。
マカールの「端麗」の世界は、意味をめぐって問うことはない。生きることは神の意のままに生きるということ
であり、「受容」の世界であるｌ意味を問うことのない自明の世界である．
ドストエフスキーは一種不動の軸としてマカールを置いている。ヴェルシーロフはこの軸に相対し、さらにアル
カージイがそれに対することになる。物語の中ではマカールは漂泊しながら、小説の構成面では動いてはいない。
ここに作家の一つの工夫がある。
、
、
、
、
、
一一月一一五日
、
、
、
、
、
、
、
、
ペテルプルガン以後
Ⅲあらゆる理想は失われ、下らぬものになってしまっていることを、精神の世界全体に呪うべき沈滞が訪
れ
て
い
る
こ
と
を
ヴ
ェ
ル
シ
ー
ロ
フ
は
確
信
し
て
い
る
。
②
一
時
「
彼
」
は
無
理
に
キ
リ
ス
ト
を
信
じ
て
い
た
。
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
③しかし、信仰は蕊な砕けてし．まった。どんなことがあろうとＪ四）（つ・まり、どんなに信仰を喪おうとｊ四）ど
、
、
Ｖ 、
、
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在るだけである。人は》
を意味に縛るのである。
ヴ
ェ
ル
シ
ー
ロ
フ
の
認
識
は
、
も
は
や
神
の
世
界
に
対
す
る
そ
れ
で
は
な
い
。
世
界
は
世
界
と
し
て
た
だ
在
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
こ
に彼の認識の原点がある。実在の表現として事物は存在するという二元論を放棄したところからヴェルシーロフは
出発している。事物はそこにただ在るだけのものでしかない。存在は意味をになうのでもなく、不条理でもない。
在るだけである。人はこの意味のない世界に憤れることが出来ないで、意味を付与しようとする。その不安が人間
要がある。
「
善
悪
の
区
別
を
知
ら
な
い
し
、
知
ろ
う
と
も
思
わ
な
い
」
と
い
う
の
は
、
か
つ
て
ス
タ
ヴ
ロ
ー
ギ
ン
が
『
告
白
』
の
中
で
言
っ
た
一〉一口葉である。それは価値体系の崩落を意味し、意味の世界の崩壊を示している。ヴニルシーロフは対象となる存在
の無意味を認める点ではスタヴローギンと軌を一にするが、同時に彼は、自己自身の主体の中に意味を求めていこ
う
と
す
る
。
か
つ
て
ス
タ
ヴ
ロ
ー
ギ
ソ
も
東
洋
、
エ
ジ
プ
ト
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
ま
で
遍
歴
し
、
ア
ト
ス
で
の
終
夜
篇
に
も
立
ち
通
し
た
と
語
ら
れ
て
い
る
が
、
ヴ
ェ
ル
シ
ー
ロ
フ
は
苦
行
を
さ
ら
に
徹
底
し
て
、
道
徳
的
な
自
己
完
成
の
中
に
価
値
を
見
出
そ
う
と
す
る
。
あ
る
い
は
、
見
出
す
こ
と
の
可
能
性
に
賭
け
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
お
そ
ら
く
、
信
仰
で
は
な
い
。
対
象
で
は
な
く
、
主
体
の
中
に
価
値
を
創
っ
て
い
こ
う
と
す
る
こ
と
は
、
対
象
の
意
味
を
求
め
る
こ
と
の
断
念
が
そ
の
認
識
の
根
底
に
あ
る
。
問
題
は
ヴ
ェ
ル
シ
ー
ロ
フ
が
自
己
完
成
に
究
極
の
目
的
を
お
い
た
こ
と
で
は
な
い
。
そ
れ
は
必
ず
し
も
彼
が
信
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
「
何
か
に
到
り
着
く
だ
ろ
う
」
程
度
の
も
の
で
あ
る
。
少
く
と
も
ヴ
ヱ
ル
シ
ー
ロ
フ
は
そ
こ
ま
で
行
っ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
記
憶
し
て
お
く
必
んな精神的絶望に陥ろうとも）ただ自己完成と善行を目指さなければならないという道徳的な義務感だけが残
った。これはどんなことがあってしそうしたいという強い願望と彼自身の意識的な意志から出たことである。
たとえ理想が喪われ、たとえ私が善悪の区別を知らないとしても、私は良心をたよりに手探りで自己完成に努
め
る
だ
ろ
う
ｌ
そ
し
て
何
か
に
到
り
着
く
で
あ
ろ
う
．
囑
仰
を
喪
っ
に
時
も
彼
は
、
絶
望
の
代
り
に
、
蟇
自
分
自
身
か
ら
始
め
る
こ
と
に
決
心
し
た
。
そ
し
て
彼
は
、
何
か
に
到
り
着
け
る
だ
ろ
う
し
、
そ
の
途
中
で
き
っ
と
自
分
に
も
何
か
が
現
わ
れ
る
だ
ろうと信じている（鉄鎖を身につけている）。
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４１ 
ドストエフスキーはスタヴローギンを描いた時から、無意味の世界を探りはじめた。ヴェルシーロフにおいてさ
らにそれを徹底させようとする。果してそれは可鵬であるか１噸備資料倒のヴ雲ルシー亘フは作家のそうした覚
悟の上にかかれている。
準備資料臼のかなりの部分は、アルカージイのヴェルシーロフとの関係の設定にさかれている。アルヵージイは
ヴェルシーロフの不可解な部分にこだわりつづけるが、彼は父の反応をさぐることによって｝」の問題を解く緒を見
出そうとしている。さまざまな質問に彼は「いつも率直に答えてくれたが、それはあまりにも短くて抽象的」だっ
たとアルカージイは感じる。これらの問いはこれまでのアルヵージイの人生で彼を悩ませつづけたものであったが、
その解決をヴェルシーロフに会うまで廷していたのだと彼は父に明言する。父の笑いを予期していたアルヵージイ
は握手を求めてきた父に戸惑う。未成年は例の「理想」を彼に話す機会をうかがうが、ヴェルシーロフは「一般的
な政治の問題や社会的な思想」をほとんどロにしないので、アルヵージイは「理想」の問題になかなか入れない
（とおもう）。以後「現代の国家と世界の終末、世界の刷新」、「ロシアのニヒリスト」などが二人の会話の主題とし
て櫛想されているが、ノートの終りちかくで、未成年は「偶然の家族」の問題に触れる。
未成年は自己の「偶然の存在」に屈辱をおぼえ、「偶然の家族」にこだわる。彼は自分の存在にも父子関係にも
必然性を求めつづけている。本来、「偶然の存在」と「偶然の家族」は同一次元の問題ではないが、アルヵージイ
には、「偶然の家族」は「伝統ある家族」の反対概念だけではない。「偶然の存在」が家族を形成する以上、それは
し
か
し
、
間
腿
が
あ
り
手
Ｉ
父
祖
伝
来
の
家
族
は
沢
山
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
．
そ
し
て
父
机
伝
来
の
震
す
ら
偶
然
の
家
（Ⅱ） 
族に変って行くのではないでしょうか（概念の混乱の後に）。（準備資料卿八月二四日）
ソの伝説。
あ
な
た
は
側
然
の
家
鱗
の
タ
イ
プ
で
す
．
父
祖
伝
来
の
家
族
の
服
反
対
に
あ
る
も
の
で
す
．
ロ
シ
ア
の
護
の
ｌ
プ
ー
シ
キ
＊ 
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4２ 
鵡備資料卿の特徴は、ノートのはじめの方と終りちかく仁作者自身のコメントが詳細にかかれていることである。
三月一一一一日の「序文のために」は、「基盤に欠けた」ロシアの社会、滅びた規範に触れ、彼自身の描いた「地下の
悲劇」を自ら評価している。
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
言
う
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
「
平
均
的
上
流
」
家
庭
の
生
活
を
描
い
た
ト
ル
ス
ト
イ
や
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
は
、
「
多
数者の生活を描いたつもり」で例外者の生活を描いたのであり、彼自身のかいたものが「一般的規則の生活」なの
「偶然の家族」の方がノーマルであり、「伝統ある家族」もいずれは「偶然の家族」に転化するであろう。「偶然の
家族」は「偶然の存在」たる人間の必然的な形態なのである。「伝統ある家族」が「伝統ある家族」として存在し、
「偶然の家族」の反対概念として確実に在った時代は過ぎた。それは神ある時代の形である。神なき時代の中で
「伝統ある家族」は徐々に崩壊する。すべては無秩序が支配し、伝統ある、父祖伝来の形は崩れ去る。人交は偶然
に寄り合い、家族を構成する。父と子のお互に孤立する姿の中に人点は、偶然の盗意的な結びつきしか持ち得ない
「偶然の存在」たる人間の本質をみている。
アルカージイのヴェルシーロフへの傾倒と反溌は単に父の社会的行動に対するものだけではない。彼自身、自分
の存在そのものにも家族にも意味を見出そうとしていることへの焦りがそこにはある。アルヵージイは無意味のも
つ空白に耐えられない。父との会話でアルカージイがヴェルシーロフに問いかけている問いの本音はここにある。
ただ、アルカージイの形而上的透明性は、先行の主人公たちのようにそれを論理化することができない。あくまで
感性的なしのとしてそれは問われている。アルカージイの「ロスチャイルドの理想」はそうした精神構造の上にお
かれなければならないと作者は感じている。アルカージイの「理想」が形而上学とは無縁のところにおかれている
ようにみえるのはそのためであり、その意味では作家の意図は成功していると言ってよい。
である。
Ⅵ 
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4３ 
「聖なるもの」の喪われた時代、「共通の規範に対する信仰の消滅」した時代を作家はヴェルシーロフをとおし
て描こうとする。世界を意味づけることを断念した時、聖なるものと聖ならざるものとの区別は失われ、共通の規
範に対する信仰は消滅する。人は意味しなく無意味でもない、いわば、〃無重力地帯〃の中で生きることになる。世
界はただそこに在るだけということは、自ら足場をつくっていかなければ、前へ進むことも後へ退くこともできな
い困難さの中に在るということである。ヴェルシーロフの感じたしのは、無限の自由でもあり、虚空の恐怖でもあ
る。頼るべき何もないということは、これまで人はどれ程、意味の世界の中に生きてきたかということである。対
象に意味がないならば、自らの主体を意味と化さなければならないｌここにヴ雲ルシーロフの覚悟がある。よそ
目に滑稽にうつるにせよ、とにかくそこには一つの企投があると彼は信じる……
ドストエフスキーは作者の言葉として同様のシチュエーションを創作ノートに記している。
ドストエフスキーは『未成年』の作意を説明し、それを作品のどこかにはめこむことを意図した。それは作中人
物を超えて直接読者に、作者が「地下」哲学とそれに由来する「偶然の家族」の思想を語りかけようということで
ある。やはり、作中人物が語っただけでは不充分だと作者は考えていたということなのであろうか。創作ノート段
階であれ作家を固執させたものは何か、よくはわからない。無秩序と偶然の支配する時代Ｉ僧なき「地下」の
時代をドスト一一フスキーは、可能な限り明確に語りたかったのであろう。
私一人だけが地下室の悲劇を引き出したのだ。苦悩に、自責に、よりよいものを意識することに、そのより
よいものを手に入れることは不可能だということに、そして特に重要なのは、誰もがそうなら、更生するに及
ばないという明瞭な確信に、その悲劇はある。何が更生しようとしている人為を支えているのだろう？褒賞
か、信仰か？褒賞を与えてくれる者はいないし、、信仰する相手はいない！……
（嘔）
地下の原因はｌ共通の規範に対する篇が喪われてしまったことだ。へ何一つ神聖なものはない〉（三月
二五日）
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4４ 
自己完成の覚悟はトルストイの主人公たちに似るが、その苦行の意味は違うであろう。例えば、レーピンは自分
の歩く道に確信をもっているが、ヴェルシーロフはそうではない。対象の意味を否定しながら、なおやはり、”意
味〃を求める志向性には変わりがないということに彼は疑念を持たざるを得ない。いわば、ネガティヴな地下室人
の探求であろう。苦行を信じないところから苦行が始まる。そのことを一番よく知っているのは、当の主人公であ
り、作者である。
『未成年』の割
』ハノ。 理想、心の中のその存在。信仰すべきもの、崇拝すべきものの要求、渇望。あらゆる信仰の不在。ここから
最高の現代人のなかには二つの感情が生れるｌ極度の偲傲と極度の自己軽蔑・後の地獄の苦しみをよく視よ．
自分もまた信仰者だということを自分に納得させたいという希みに秘められた彼の苦し承を注意深く視よ……
ところが現実との衝突、そこで彼は極めて滑稽な、極めて滑稽で、つまらない、取るに足りない存在だという
ことがわかる。「彼」は自分を鍛え、抑制しなければならないことに、これは限りない困難を要するものだと
いうことに気づく。で彼は自己完成の義務を自分に課し、喜び、熱狂して……四六時中鉄鎖を身につけること
を選びとる。時には「彼」は不信と懐疑の感情に襲われる。だが、「彼」はしっかりと立っていて、とうとう目
的を達するかに糸える……ところが、現実にぶつかると、無様に、ひどい恰好で、無力に蕗っこってしまう。
何
故
か
？
大
地
か
ら
も
ぎ
離
さ
れ
て
い
る
。
時
代
の
子
…
…
こうした人間がいること腱諸君は立腹している．こういう人闘に目を向け、彼らを見川すためにはｌ人間
たちに対して愛をもたなければならない。そうすれば目も肥えて、こういう人間が沢山いることがわかるだろ
地下の人間は、ロシアの世界の中で重要な人間である。どの作家よりも多く私はこの人間について言葉を賛
（焔）
した。他の作家も語るには語っていたが．：…彼らも、認めないわけにはいかなかったのだ。（八月二日）
の創作ノートの作者の姿勢をゑると、作家の資質のちがいと目指したものがよくわかるのである。
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4５ 
創
作
ノ
ー
ト
の
「
彼
」
ｌ
ヴ
雲
ル
シ
ー
厚
フ
と
決
定
稿
の
ヴ
ニ
ル
シ
ー
ロ
フ
砿
、
『
白
痴
』
や
『
悪
霊
』
の
主
人
公
健
ど
変
化
し
てはいない。大体ノートに沿って描かれている。ただ、ノートの「彼」の方が〃否定〃が明瞭であるように思われ
る。決定稿の主人公は幾分トーンが柔げられている。ノートの「彼」は世界に意味を求めながら、やはり求め得な
い
と
い
う
状
況
を
冷
静
に
み
て
い
る
が
、
決
定
稿
の
ヴ
ェ
ル
シ
ー
ロ
フ
は
な
お
、
「
黄
金
時
代
」
の
夢
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
落
日
を
ア
ル
カ
ー
ジ
イ
に
語
る
ｌ
「
鼻
を
つ
ま
み
な
が
ら
」
し
か
愛
し
合
う
こ
と
の
で
き
な
い
筈
の
川
人
類
“
が
こ
こ
で
砿
信
仰
の
対
象
に
ち
か
いものにすらなっている。神なき後の世界で人類愛に究極の信を求めるとすれば、それはやはり「意味」にとらわ
れていることになる。「彼」が断念した世界を決定稿のヴェルシーロフは、再び蘇らそうとしている。「彼」からヴ
ェルシーロフに移すことによって、ドストエフスキーは新しい可能性を探ろうとする。
、
、
、
、
、
人為は望んでいたように一人ぼっちになった。偉大な、昔の理想は彼らを見棄てた。クロード・ロ１‐ランの
絵
に
描
か
れ
た
招
く
が
ご
と
き
偉
大
な
太
陽
と
同
じ
よ
う
に
、
そ
れ
ま
で
入
念
を
養
い
暖
め
て
い
た
偉
大
な
力
の
源
泉
は
退
い
て
行った。それはＪい）はや人類の最後の日とｊも言うぺきｊものだ。入念は自分たちが全くの一人ぼっちになってしま
ったことを卒然として悟った。大なる孤独を瞬時に感じたのだ。……孤独になった人間たちはすぐさまお互仁
前より＄］しっかりと愛情をこめて寄り添うようになるであろう。今こそ彼らだけでお互にとってすべてである
と悟って入念は手を握り合うにちがいない。偉大なる不死の理想は消え失せて、それに代るべきｊものを見付け
なければならないだろう。不死その』もので北）あった神へ向けられていた愛のあり余ったＪものはすべてみんなの
水）とで自然に、世界に、人間に、ありとあらゆる生きとし生けるｊものに向けられるであろう。
彼らは大地と人生を限りなく愛するようになるだろう。それ＄）自分たちのはかなさと限りあることを段念悟
ってゆくだろうからその程度に応じてであり、すでに特別な愛によってであり、以前とはちがう愛によってで
ある。
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4６ 
ヴェルシーロフのもっとも重要な行為は、マカールの形見の聖像を割る場面にあらわれている。それは法律上の
夫マヵールの死後ソフィヤと正式に結婚するというマカールとの約束を破ろうとする象徴的行為とも、ヴニルシー
ロフの中の「分身」の仕業とも解されている。狂気の発作と見主ごう行為は読みちがえるとヴェルシーロフの本質
を見誤る。
なければならない。
この告白には、「黄金時代」、人類愛、父から子への生命の流れの三つが含まれているが、それはヴェルシーロフ
の信仰の一つの底辺をあらわしている。この底辺を前提としてキリストが姿をあらわすことになるが、ノートの
「彼」からふると、キリストよりこの部分の方が重要であろう。
年来の「黄金時代」の夢想、無神の世界の果に最後にあらわれるキリスト、不死のヴァリエーションとして縦の
生
命
の
流
れ
は
、
い
ず
れ
も
ド
ス
ト
ニ
フ
ス
キ
ー
が
か
き
と
め
て
お
き
た
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
ヴ
ェ
ル
シ
ー
ロ
フ
に
は
そ
うした作家のおもいとは別に、スタヴローギンの後喬としての部分が依然として残っている。これは注意しておか
「しかし、この聖燭
Ｉ
 
仕様がないのだ……」
そ
の
前
に
タ
チ
ャ
ナ
叔
母
は
「
お
像
を
置
き
な
さ
い
！
」
と
叫
ん
で
、
い
き
な
り
彼
の
手
か
ら
聖
像
を
奪
い
と
り
、
自
分
の
手
に持っていた。突然彼はその最後の言葉とともに、すごい勢いで立ち上がると、あっという間にタチャナの手
から聖像をひったくり、はげしく振り上げるとタイル張りの暖炉の角目がけて力まかせに叩きつけた。聖像は
「明日が自分の最後の日になったって樵やしない」ｌ沈寒ゆく大鵬芝眺めながらそれぞれこう考えるだろ
う
ｌ
「
俺
が
死
ん
だ
っ
て
彼
ら
承
ん
な
が
残
る
だ
ろ
う
・
彼
ら
の
後
に
は
彼
ら
の
子
供
が
残
る
だ
ろ
う
」
・
人
間
た
ち
が
蕊
と
してお互を愛し、胸躍せながら、生き残るだろうというこの思想は、来世の再会の思想にとって代るべきもの
（刀）
である。（『未成年』第一一一篇第七章三）
こ
の
聖
像
を
割
る
た
め
に
来
た
の
だ
と
思
わ
な
い
で
お
く
れ
。
で
も
れ
え
ソ
ー
ー
ー
ャ
、
私
は
や
は
り
割
り
た
く
て
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4７ 
『未成年』の創作ノートには初めの方からくり返しこの聖像割りの記述が出てくる。これは構想の股初から作者
の頭の中にあった重要なシーンであったようだ。
マカールの存在はソフィヤを譲り受けた時点から、意識的にも無意識的にもヴェルシーロフの上に重くのしかか
っている。彼はそれ以後マカールヘのコンプレックスの中で生きていたし、生きざるを得なかった。農奴上りの老
巡礼に対する複雑な想いは、務持に象ちたヴェルシーロフには厄介なものであったろう。彼はマヵールの死によっ
て彼の呪縛から解放されるとともに、マカールの遺愛の聖像を叩き割る妄」とによって自分の解き放たれた存在感を
確認したかったので、マカールとの約束の破約を意味するものではない。そしてそれと同時にこれはマヵールの世
界へのヴェルシーロフの訣別の宣言である。偶像にもその背景にある信仰にもヴェルシーロフは否定を宣言してい
る。世界がただそこに在るだけ、人間がそこに在るだけならば、何の意味を求める必要があろうか。一切の存在か
ら意味を剥ぎとった時、人間は自分の行為にのゑ責任を負い、自己完成の孤独の道を歩まねばならぬ。世界に何の
意味もなく無意味もなく、人の観念が意味を必要とし、対象に意味を付与しつづけているとしたら、まず人間は対
象に意味を求めることの無意味さを知らなければならない。絶対者も実在も人間の二元論から生じたイリュージョ
ンだとしたら、そこから脱却することによって自分だけの道を探求して行かなければならぬ。ヴェルシーロフの聖
像破壊は、狂気ではなく、まさに正気の所産である。周囲の人女は、彼の「狂気」を「分身」のなせる業として理
解しようとしたが、「分身」の仕業では全くあり得ない。逆説的に言えば、正気でなければ聖像は割れないのであ
ちょうど真二つに割れてしまった。…・・彼は不意にわれわれの方に振り向いた。菅ざめた顔が急に真っ赤になっ
て、ほとんど赤紫色になった。顔の線の一本一木が腱え、けいれんしていた。
「ソーーーャ、これを磐噛にとらないでおくれ。私はマカールの遺志を割ったのじやなくてただ一寸割って承
たくなっただけだ。だが、それでもやはりお前のところへは帰って来るよ。最後の天使のところへ！でも、
（肥）
馨噛にとってくれたって構わない。だってこれは必ずこうなるべきだったんだからな！：…・」（『未成年』第
一一一篇第十章二）
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4８ 
ドストェフスキーはこの作品のモチーフを「崩壊」と「無秩序」においた。それはヴェルシーロフにこそふさわ
しいｌ彼の到達した果ではなく、彼の新しい出発点を蕊しているからである．「懲味」から警放された環
をヴニルシーロフは生きようとしている。登場人物の中で、もしかしたらアルカージイだけが、時間がたってから、
このことを理解するかも知れない。アルカージイのヨスチャイルドの理想」を彼自身が想像した以上に評価した
のは、ヴェルシーロフのこの縞神構造である。偶然の子もやがて偶然の父の心を理解するであろう。
「偶然の家族」は、それぞれの道を行方も知らず求めて行かなければならない人間の宿命的な人間関係の構造な
のである。お互に孤立することによって、対象に意味を求めるのではなく、自己自身だけにかかわる意味の世界を
創造して行けるであろう、もしそれが必要であるならば。
る
◎ ／■、’■、’酉、「へ′へ「■、グ■、〆、〆、
１１１０９８７６５４３ 
、-ノミーノＬノーノミーノＬ」ＬノＬ'、‐ノ
注（１）『悪溌』創作ノートの七十年六月二三日のメモは「幻想的な頁」と題され、シャートフとの信仰論が展朋されているが、
この時点から公爵（スタヴローギこが中心人物としての本格的な意味を持ちだす。ここで『大罪人の生涯』は解体し、
『悪霊』にその根幹部分は移行することになる。
（２）ドストニフスキー三十巻本全集第十六巻『未成年・創作ノート』五頁「ナウカ」出版所レニングラード一九七六
年
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